
 

ほけんだより 第 3号（７月） 

 暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れない梅雨明けや急激に気温

が上がった日は特に注意が必要です。また、子どもは汗腺の密度が高く汗をかきやすいです。汗は体温を下

げる一方、あせもなどの皮膚トラブルのもとになります。暑さと汗、両方の対策が大切です。 

令和6年7月17日 

認定こども園犬伏幼稚園 

 子どもは、大人よりも体温が上がりやすく、汗をたくさんかきます。子どもが着る服を

ちょっと工夫して、夏を快適に過ごせるようにしてあげましょう。 

夏休み中は旅行などで、車に長時間乗る機会が増えます。車内の暑さ対策も大切です。 

夏休みの過ごし方 
 

夏休みは生活リズムが乱れがちとなります。規則正しい生活ができないと体調を崩しやすくな

るので、お休みの間も早寝早起きを心がけ、ご飯は３食きちんと食べましょう。暑い日が続き

ますので、熱中症に注意しなくてはなりません。お家のなかでも水分補給を行い、体調管理を

行いましょう。また、お家の中だけで過ごすのではなく、涼しい時間帯に外遊びをして、暑さ

に負けない体づくりを心がけましょう。その際には必ず帽子をかぶり、水筒やペットボトルと

タオルを持っていきましょう。楽しい夏休みを過ごしてください。 


